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第６回RFP　地産・地消型探査技術／アイデア型

バイオベースCFRPと真空対応型ケミカルリサイクルシステムの開発
機関名：

プロジェクト概要

2020年12月～継続中

【目的】 【内容】

　本研究は、「PEG改質リグニン（以下「改質リグニ
ン」）」の分解率が最も高くなるイオン液体系システム
を見出すとともに、分解に適した改質リグニンを調製
し、真空対応型ケミカルリサイクルシステムを開発す
ることを目的としています。
　木材成分を活用した新素材「改質リグニン」は高強
度なCFRPのマトリックス樹脂であり同強度の石油化
学系樹脂を使用した場合に比べて20％もの軽量化を達
成できており、更に廃棄時には分解してケミカルリサ
イクルを行うことが可能となると考えられています。
　現状のFRPの廃棄処理では、マトリックス樹脂を燃
焼させて除去することが多く、リサイクルする場合で
も高温高圧やアルカリ金属が触媒として必要になった
りしています。これに対して、イオン液体によるリサ
イクルでは常圧かつ200℃程度以下で処理が可能であ
るほか、イオン液体に蒸気圧がないことから、分解生
成物の分離精製に減圧蒸留法が有効であることが示さ
れています。さらに、イオン液体自体がマトリックス
樹脂の溶媒としてだけではなく分解反応に対して触媒
能を有することもわかってきました。
　これらの特性から、改質リグニンを用いたCFRPお
よびそのイオン液体によるリサイクルは、地上でのバ
イオベースFRPの普及を後押しするだけでなく、月面
に持ち込まれるFRPの真空という宇宙特有の環境を活
用したリサイクルへの適用が期待されます。

①イオン液体による真空対応型ケミカルリサイクル
システムの構築するため、分解率が最も高いイオ
ン液体を見出し、さらに分解条件の最適化をおこ
ないます。

②上記①のイオン液体システムでの分解に有利となる
リグニンのPEG改質条件を設定するとともに、得ら
れた改質リグニンにより性能の高いCFRPを試作し
ます。さらに、試作したCFRPで実際にイオン液体
による分解性を評価します。
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